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日 時 集約期間：令和5年2月10日（金）から2月24日（金）まで 

会議の日：令和5年2月24日（金） 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、亀岡委員、吉田委員、西澤委員、東口委員、油㘴委員、

高嶋委員、菊地委員 

 

＜議事概要概要及び結果＞ 

○審議事項：（１）教育・保育施設の利用定員の設定・変更について 

（２）北広島市子ども・子育て支援プランの進捗状況について 

（３）子ども第三の居場所整備事業の進捗状況について 

 

議事1 教育・保育施設の利用定員の設定・変更について 

○意見（Ａ委員） 

病児保育室について、料金がかなり安いが、緊急サポートの利用料も変更する予定はありま

すか。在園児以外の利用の場合には、登録などは必要になりますか。 

○回答（事務局） 

 病児保育につきましては、市が事業実施主体と認めた学校法人英進学園が民設民営により実

施するものであり、利用料金につきましては、学校法人英進学園の判断により近隣市より200

円程度安い料金設定となっております。なお、こども緊急さぽねっとにつきましては、市が実

施主体となっており、現時点では利用料金変更の予定はありません。 

また、病児保育の在園児以外の利用につきましては、在園児であるか否かを問わず、事前の

登録を必要としているところです。詳しくは、別紙リーフレット『きっずらぼ病児保育室のご

案内』の「☆ご利用の流れ☆」をご参照ください。 

 

○意見（Ｂ委員） 

病児保育事業が開始されることを嬉しく思います。市民のみなさまに広く周知できるといい

と思います。 

○回答（事務局） 

児保育が併設する施設の認可が下り次第、子育て関連施設にリーフレットを配架するほか、

4月1日号の市広報紙、市ホームページにも掲載をし、広く周知を図りたいと考えております。

なお、関係医療機関に対しては、すでに市医師会を通じて周知を図っているところです。 

 

○意見（Ｃ委員） 

・ 参考までに４月１日現在の利用人数を年齢別、認定区分別に教えてください。 

・ 利用者の送迎において、試合時の渋滞で遅れることはないでしょうか。 

・ 利用定員の変更手続きは時期的に２月末まででよろしいでしょうか。 

○回答（事務局） 

・ 令和5年4月1日時点の利用人数等については、別紙をご参照ください。 

・ 運営する学校法人英進学園から以下のことを確認しております。「こども園の前の駐車場

は試合日においては警備員が配置されて観戦者が駐車することを防ぐ状態にしているた
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め、園の送迎においてはスムーズに駐車場に入っていただく体制を構築しております。但

し、当該駐車場までのアプローチにおいて渋滞が起きることは試合日にならないと予想が

出来ないために、保護者に対しては19時30分以降にならないように早めに来ていただく

ことを周知することといたします。また、渋滞によって遅れた場合も延長料金が掛かるこ

とを周知して、試合日は気を付けていただくことを保護者に周知するようにいたします。」 

・ 利用定員の変更手続きにつきましては、市子ども・子育て会議にお諮りする必要があるた

め、遅くとも11月末までに申請をお願いしているところです。 

 

議事2 北広島市子ども・子育て支援プランの進捗状況について 

○意見（Ｄ委員） 

・ ファミリー・サポート・センターについて、十分に認知されていないので、協力・利用会

員ともＰＲしてもいいと思います。 

・ 信頼される学校づくりで、令和５年度から市内でコミュニティ・スクールがスタートする

が、事業内容にコミュニティ・スクールに関することを入れてもいいのでは。 

○回答（事務局） 

・ ファミリー・サポート・センターの周知につきましては、例年、新年度に向けて広報やホ

ームページへの掲載、保育園・学童クラブ等各施設利用者へのパンフレット配布を行って

おります。協力会員講習会開催時にマスコミへ情報提供し、記事掲載を働きかけるなど、

周知に努めてまいります。 

・ コミュニティ・スクールにつきましては、平成25年に西部中学校区でスタートし、令和5

年度から全中学校での導入となります。来年度から策定作業を開始する次期計画への位置

づけについて検討してまいります。 

 

○意見（Ｃ委員） 

・ 保育士の確保策としての人材バンクだが、登録が 0 人となっている。「きたひろ手当」等

の支援金があっても増えない現状を今後改善してもらいたい。 

・ 支援の必要な子どもを持つ親へのサポートを積極的に行い、地域施設と一部情報を共有し、

切れ目のない支援を続けてほしい。 

○回答（事務局） 

・ 保育士人材バンクにつきましては、市ホームぺージへの掲載だけではなく、市広報や市窓

口でのリーフレット配置等で、広く周知を図ってまいります。 

・ 子育て世代包括支援センター「すくすくネット」や、今年度に福祉総合相談室に開設しま

した子ども家庭総合支援拠点と連携して、引き続き関係機関との情報連携に努めてまいり

ます。 

 

○意見（Ｅ委員） 

令和５年度から学童クラブはシダックスへの委託による運営になりますが、保護者にとって

も、子ども達にとっても、学童クラブが大切な場所となるように、引き続き担当課や学校など
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と連携、協力していけるようにしていただきたいと思います。 

○回答（事務局） 

学童クラブ事業につきましては、実施主体は市であることに変更はなく、現行の支援員の多

くはシダックスの職員となり、継続して勤務いたします。安全で安心してお子さんを預けてい

ただける学童クラブとなるよう、市と受託事業者、支援員が互いに連携をとり、協力して運営

を行ってまいります。 

 

議事3 子ども第三の居場所整備事業の進捗状況について 

○意見（Ｂ委員） 

市民のみなさまに広く周知できるといいと思います。 

○回答（事務局） 

 市児童活動センターにつきましては、令和4年度におきまして、施設条例のパブリックコメ

ントを実施し広くご意見をいただいたところでありますが、令和5年度におきましては、利用

が想定される世帯をはじめ、子育て世代に広く周知を図ってまいります。 

 

○意見（Ｃ委員） 

一部で利用定員が７名とあったが、実際には何人の利用が可能なのでしょうか。 

○回答（事務局） 

 学習・生活習慣等支援機能の定員につきましては、10 名程度までの利用を可能としており

ます。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 


